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藤 1935：1 ― 2］。 
 　そこで南満洲鉄道（以下，満鉄と略記）は予備契約とは別に中華民国政府と交渉し，1925年 10
月に吉敦鉄道建設請負契約が締結された。同契約にもとづいて満鉄が建設資金を立替支出し，工事

































および鄭洮線の程度に建造する，（3）橋梁は木造とし E45荷重  1） に耐えること，（4）軌道は 1ヤー
ドの重量 80ポンドの軌条を用いる，（5）線路最急勾配は普通 1.25％とし地形上隧道を要する区間





れぞれ就任した［川越茂「吉敦鉄道線路実測着手ニ関スル件」大正 15年 2月 24日，「日満交通の
革命（2）」1926年 3月 28日，および榊谷仙次郎日記刊行会編 1969：691］。 
 　2月 21日には 10日間の予定で吉敦線測量隊が吉林を出発した。調査隊は田辺技師長一行，第 1
～第 4隊から編成された。田辺技師長一行 27名（日本人 4名［吉敦鉄路 3名，吉長鉄路 1名］，中
国人 3名［吉敦鉄路 1名，吉長鉄路 1名，臨時 1名］，中国人巡警 20名［全員吉長鉄路所属］）は
案内者 1名を除いて全員が吉敦・吉長鉄路所属の者であった。第 1隊 29名（日本人 7名［満鉄］，
中国人 10名［吉敦 3名，吉長 3名，満鉄 5名］，中国人巡警 12名［吉長］）は吉林から孫家屯，第
2隊 28名（日本人 7名［吉敦 1名，満鉄 6名］，中国人 9名［吉敦 4名，吉長 1名，満鉄 4名］，
中国人巡警 12名［吉長］）は孫家屯から拉法，第 3隊 30名（日本人 7名［吉敦 1名，満鉄 6名］，
中国人 11名［吉敦 5名，吉長 2名，満鉄 4名］，中国人巡警 12名［吉長］）は拉法から萬家，第 4
隊 28名（日本人 7名［吉敦 1名，満鉄 6名］，中国人 9名［吉敦 5名，吉長 1名，満鉄 3名］，中
国人巡警 12名［吉長］）は萬家から敦化を調査した［「吉敦線測量隊名簿」］。 
 　表 1にあるように吉敦鉄路工程局は総務，監査，工務，用度，会計の 5科から編成され，工務科
1）　「E」は Engineすなわち機関車，「45」は動輪の軸重 45000lbs（ポンド）の先頭 2桁。橋脚，橋桁の設計活荷重











組織 職名 氏名 組織 職名 氏名
局長 魏武英 工務科設計股 工程司 友松　退蔵
諮議 中川　増蔵 〃　　〃 〃 粛定先
総工程司 田辺　利男 〃　　〃 工務員 楊衍良
総務科長 石榮璋 工務科吉林工務段 段長 趙心哲
監査科長 毛毓源 〃　　〃 工程司 栃本　允
工務科長 田辺　利男 〃　　〃 工務員 李蔭沅
会計科長 劉以南 〃　　〃 〃 張仲平
用度科長 兪泰 〃　　〃 偕調員 橋本　芳廣
総務科文書股 専任 傳文綺 〃　　〃 〃 奥田　孝
〃　　地畝股 〃 孫雲峰 工務科老爺嶺工務段 段長 梶川　廉造
〃　　庶務股 〃 胡瑞炎 〃　　〃 工程司 陳華燦
〃　　警務股 〃 丁戊年 〃　　〃 工務員 井上　鹿蔵
〃　　警務第一段 段長 趙國卿 〃　　〃 偕調員 佐藤　彬
〃　　警務第二段 〃 王殿翼 〃　　〃 〃 相馬　有恒
〃　　警務第三段 〃 陳嗣虞 〃　　〃 〃 馬場　義男
〃　　警務第四段 〃 湯執中 工務科蛟河工務段 段長 吉田　時男
監査科考工股 専任 呉　和 〃　　〃 工務員 程耀楚
〃　　検査股 〃 許成材 〃　　〃 〃 胡世棋
工務科文牘股 〃 神谷　治三郎 〃　　〃 〃 易榮度
〃　　〃 兼任翻訳 味岡　謙 〃　　〃 偕調員 福井　庄兵衛
〃　　〃 股員 越田　治吉 工務科敦化工務段 段長 張　鵬
〃　　〃 〃 銭旭田 〃　　〃 工程司 田村　次郎
〃　　〃 〃 徐受三 〃　　〃 工務員 王之鎬
工務科材料股 専任 楊倬聲 〃　　〃 〃 葛天回
〃　　〃 股員 前林　孝三郎 〃　　〃 偕調員 田中　起名
〃　　〃 〃 高志漢 会計科綜核股 専任 鄒恩元
工務科工程股 専任 河辺　義郎 〃　　出納股 〃 賈　科
〃　　〃 土木工程司 奥田　禎文 用度科購買股 〃 黄堯深

























 　敦化鉄路の開業は 1928年 10月であったが，29年時点でも同鉄路を離れることなく同じ役職に
就いていたのは，田辺利男，神谷治三郎，前林孝三郎，奥田禎文，益田千代治の 5名であった［南
満洲鉄道 1930：5 ― 7］。 
 　1926年 6月 1日に吉林駅において吉敦鉄路の起工式が挙行された。中国側からは張作相督辨代
理煕参謀長，日本側からは安廣伴一郎満鉄社長らが列席した［川越茂「吉敦鉄道建設工事開始ニ



































 　その結果，工事竣工は当初の工事着手より 2カ年，すなわち 1928年 5月から 7カ月延びて 12月
となる予定であった。今後の工事について，現場監督機関として 4工務段を設置し，請負施行者の
区域を 15分段（工区）にする予定であった。8月末時点では第 2分段の請負人として大倉土木，第 3・




分段別 請負人 土工人夫数 土工数量
 2 大倉組 300 556
 5 榊谷組 1,000 789
 6 吉川組 1,000 666
 7 東亜土木 1,000 827
 8 支岐組 680 316
 9 阿川組 800 394
10 李萃臣 600 364
11 東亜土木 920 576
12 張子豊 150 399
13 李清和 200 298
14 崔青林 600 276







 　1927年 4月末時点での分段（工区）別請負人・土工人夫数をみた表 2にあるように土工総人数
は 7850名に達した。表 2に登場しない第 1・第 2分段は大倉土木，第 3・第 4分段は東亜土木が担
当した［南満洲鉄道 1930：9］。第 14分段を請け負った崔青林は榊谷組に所属する苦力頭であり，
第 14分段の実質的な請負人は榊谷組であった［榊谷仙次郎日記刊行会編 1969：695，705］ 2） 。また
第 10，12，13分段の土木工事を請け負ったのは中国人であるが，この 3分段の建築工事を担当し
たのは東亜土木であった［南満洲鉄道 1930：10］。表 3は表 2に示された土木建築業者のうち 34
2）　榊谷組（1921年設立）の経営発展については，柳沢［1996］参照。
表 3　満洲の土木建築企業に勤務する技術者
氏名 学校 学科 卒業年 勤務先 住所
中川敏夫 日大専門部 土木 1922 阿川組 満州吉敦線大家子工務段水曲柳
牛島蒸 東京帝大 土木 1908 大倉土木会社顧問 大連市桃源台 245
水間與四郎 南満州工業専門 土木 1922 大倉土木出張所 大連市山縣通 9
三宅賢一 日大専門部 建築 1922 大倉土木大連出張所 大連沙河口霞町
井上幡三郎 南満州工業専門 建築 1925 大倉土木出張所 大連市山縣通
田村蔵六 南満州工業専門 土木 1927 大倉土木会社詰所 撫順東三番町 33ノ 1
上田貞夫 金澤高等工業 土木 1929 大倉土木会社大連出張所 満州江橋駅気付
西村一郎 横浜高等工業 機械 1930 大倉土木会社詰所 南満州撫順中央大掛
原幸雄 南満州工業専門 建築 1930 大倉土木出張所 大連市朝日町 9村田方
土肥隆 熊本高等工業 土木 1907 榊谷組 大連市桃源台 249
森泉賀安 南満州工業専門 土木 1916 榊谷組 大連市楠町 106
大塚剛三 東京帝大 建築 1916 榊谷組 大連市楠町 106
千葉盛男 名古屋高等工業 建築 1916 榊谷組出張所 満州国新京中央通 41
阿波田岩太郎 熊本高等工業 土木 1918 榊谷組 大連市楠町 106
中村司郎 南満州工業専門 土木 1932 榊谷組出張所 満州国間島和龍県開山屯
中村謙介 東京帝大 土木 1900 東亜土木企業会社 大連市楠町 108
三上貞 東京工業大 建築 1911 東亜土木会社 大連市東公園町 21
荻野享 熊本高等工業 土木 1911 東亜土木企業会社 大連市菖蒲町 50
田中重二 熊本高等工業 土木 1915 東亜土木出張所 ハルピン埠頭王躁街
東政雄 南満州工業専門 土木 1929 東亜土木企業会社東組 チチハル
豊福光次 南満州工業専門 土木 1930 東亜土木会社 大連市花園町 85芦澤方
藤澤謙三 横浜高等工業 建築 1930 東亜土木企業会社出張所 満州国チチハル
平原幸蔵 東京高等工業 土木 1932 東亜土木企業会社 大連市東公園同社内
長谷川重一 南満州工業専門 土木 1932 東亜土木義合祥出張所 ハルピン駅前
山崎英武 東京工業大 東亜土木企業会社出張所 満州国ハルピン同所
金谷三郎 南満州工業専門 土木 1915 吉川組出張所 大連市聖徳街 1丁目 60
猪俣喜代治 南満州工業専門 土木 1924 吉川組 奉天紅梅町 7番地
松田猛 東京工業専門 建築 1930 吉川組 新京老松町 20吉川組宿舎
石川直德 南満州工業専門 建築 1932 吉川組 奉天松島町 4





















者 10名，吉林工務段の趙心哲段長，栃本允工程司，李蔭沅工務員の 3名，満鉄出張員 7名（全員










45名，中国人 930名，朝鮮人 40名が従事した［「大正十五年九月分吉敦線工事状況報告」］ 3） 。 
 　1926年 11月の工事状況であるが，老爺嶺における 11月下旬の気温は最高 6度，最低零下 22
度に達した。第二分段では岩石切取のために大量の爆破を行い，9日にはカーリット 22箱（1箱











れた。これによると鉄道工区を 8区に区分し，第 1～第 4工区は大倉土木，第 5工区は榊谷組，第
6工区は吉川組が請け負い，第 7・第 8工区については未定であった。吉川組が請け負った第 6工
区が難工事であり，26年 8月から開始された老爺嶺隧道では東側は約 150尺，西側は約 600尺進





















われた松花江本橋は大倉土木が担当したが，1年 2カ月をかけて 1927年 8月に竣工した。本鉄橋
は水面 12m，径間 48m15のトラス（構桁）9連と 10mのブレートガーター（鉄桁）一連とからな
る全長 444mの長橋であり，両側には 1.7mの歩道が設けられた。結氷前に最新式ケーソン（潜水函）
を沈下させて第 3号までの橋脚工事を終えていた［「吉敦鉄路松花江鉄橋竣工ニ関スル件」］。 
 　1927年 6月には吉川組が請け負った第 6分段の出動人夫は約 1050人であり，盛土は 40万
4000m 3 ，切取は 8万 9000m 3 に及んだ。従事員の健康状態は「森林地帯ニ於テハ天候不順ノ為相当
罹病者モアリ（中略）威虎嶺方面ニ於テ熊，狼ノ被害ヲ受ケタル者二，三アリ」と報告された。ま
た田辺総工程司および中村満鉄臨時建築事務所長一行が工事視察のため 26日に吉林を出発した






























































製作所は別として商社による代理販売であった［沢井 1998：133 ― 135］。 
































 　1926年 6月 1日に起工された吉敦鉄路工事であったが，榊谷組主の榊谷仙次郎は吉敦鉄路局が





行会編 1969：691，697 ― 698］。ここからも工区請負者を選定する実質的権限をだれが保有していた
かがよく理解できる。 




類別 種別 数量 金額 製造所 納入者 契約年月
橋桁類
構桁　支間 47m 9 278,973 大阪汽車会社 大倉商事 1926.7
鈑桁 〃 19m 4 22,040 満洲船渠 満洲船渠 〃
鈑桁 〃 19m 4 22,040 大連機械製作所 大連機械製作所 〃
I型桁 〃 9.7m 1 1,654 満洲船渠 満洲船渠 1926.8
歩道桁 〃 47m 9 28,098 大阪汽車会社 大倉商事 1926.10
歩道桁 〃 10m 2 744 〃 〃 〃
構桁　桁架足代用 3 33,126 大連機械製作所 大連機械製作所 1927.2
合計 386,675
車輌類
機関車　ミカド型 6 549,600 大阪汽車会社 大倉商事 1926.7
〃　　　　〃 6 549,600 川崎造船所 三菱商事 〃
貨車　低框 30瓲 20 126,000 〃 〃 〃
〃　　平　 30瓲 10 60,850 〃 〃 〃
〃　　有蓋 30瓲 35 241,500 大連機械製作所 大連機械製作所 〃
〃　　高框 30瓲 33 212,850 川崎造船所 三菱商事 〃
子守車 6 17,400 大連機械製作所 大連機械製作所 〃
客車　三等 8 240,000 日本車輌製造 三井物産 1927.3
〃　　一等二等合造 2 77,200 大連機械製作所 大連機械製作所 1928.5
〃　　二等食堂合造 2 74,400 〃 〃 〃







大倉組と東亜土木企業のみであり，榊谷は欠席した［榊谷仙次郎日記刊行会編 1969：699 ― 700］。 










設事務所  5） から第 6工区が吉川組に決定した旨の電話があり，見積金額は大倉 117万 8000円，榊
谷 123万円，吉川組 93万 8000円であった。翌 27年 5月 20日に榊谷が老爺嶺隧道の吉川の現場を
視察した折，吉川が「困難苦労して二十万円も損をする。馬鹿を見たと云ってゐるので，それは君
が勝手に入札して安くとったから仕方がないではないかと話す」場面もあった［榊谷仙次郎日記刊
行会編 1969：702 ― 705，733］。 









谷がすべてを引き受けると懇請したのである。しかし 11月 12日に支岐組が 8工区，阿川組が 9工
区，榊谷組が 14工区，大倉土木が 15工区を担当することをそれぞれ命じられた［榊谷仙次郎日記
刊行会編 1969：707 ― 710，714］。 




榊谷は 20万 49円 65銭で入札し決定したのに対し，吉川組  6） ，阿川組，支岐組，大倉土木はいずれ
5）　『榊谷仙次郎日記』には吉敦鉄路局という言葉は出てこない。当事者がどう認識していたのかを物語るものとい
える。




き受けると回答した。3月 27日には 5工区の 500人，14工区の 700人の苦力が翌日に大連に到着
することになった。3月は苦力の募集で忙しく，他の工事も含めて 3月に 5000人を募集したこと
ははじめてであった。4月 17日に 5工区と 14工区で働く苦力は 3000人以上に達した［榊谷仙次
郎日記刊行会編 1969：721，724，727 ― 728，730］。 
 4．営業運転開始後の吉敦鉄路 















瀬 1932：15 ― 16］というのが日本側の不満であった。また吉敦鉄路竣工後は吉長鉄路と合併して経
営する案件も，東北政権は借款金額が未確定であることなどを理由にこれに応じなかった［南満州
鉄道編 1939：140］。 
 　1929年 5月 1日付『読売新聞』は満洲における日本の借款 4鉄道（四洮，洮昂，吉長，吉敦）
について東北交通委員会が契約改正を計画していることを報じた。具体的には借款年利 9％の利下
げ，および会計，技師など日本人監督の減員要求であった［「満洲の四鉄道　契約改正の計画」］。 
















 　また開業後の吉敦鉄路沿線は平穏ではなかった。1930年 7月 31日夜から 8月 1日未明にかけて
吉敦鉄路沿線では「中国共産党指導」下の「MK派共産主義者」が中心となって暴動が起こった。
鉄路の橋が放火され，電柱 10本が切り倒され，さらに新開道保衛団第一分隊（団員 30名），南黄

















（吉長線の部） 1912 128 長春―吉林 15 41 45 500 金璧東
吉長吉敦鉄路
（吉敦線の部） 1928 220 吉林―敦化 18
吉海鉄路 1929 183 朝陽鎮―吉林 13 14 21 255 袁嵩瑞
瀋海鉄路 1927 327 瀋陽―朝陽鎮 26 50 59 559 呉英元
奉山鉄路 1924 890 奉天―山海関 77 57 128 1,125 闞鐸
四洮鉄路 1924 426 四平街―洮南 22 38 51 115 闞鐸
洮昂鉄路 1926 225 洮南―昂々溪 10 14 20 219 萬威章
齊克鉄路 1932 258 昂々溪―龍江 17 54 25 469 萬威章
呼海鉄路 1928 221 馬船口―海倫 22 29 32 318 寶青林














賤民視されて嫌われていた」。こうしたなかで 30年 7月 31日・8月 1日の事件で発生したのである［石
















（日給者） 合計 収入 支出 差引損益
酒井清兵衛 69 906 3,647 4,622 3,885 1,188 人員・車輌数は吉
長・吉敦鉄路合計
1,796 1,723 72
寺政亮一 987 543 1,530 1,840 1,720 120 1930年度収支
小須田常三郎 26 1,433 4,203 5,662 5,343 3,400 1,943
小須田長三郎 78 1,556 8,365 9,999 8,855 1932年度収入
秋田豊作 71 1,954 3,820 5,845 6,751 4,138 2,613
秋田豊作 68 484 2,213 2,765 2,148 2,127 21
秋田豊作 24 481 2,645 3,150 2,825 1,370 1,455 1931年度収支
小澤宜義 82 634 2,182 2,898 4,743 2,874 1,869
秋田豊作 105 214 319 65 81 －16
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表 7　「外地」諸鉄道に勤務する日本の専門学校・大学で学んだ中国人・朝鮮人鉄道技術者（1934年）
氏名 学校 学科 卒業年 勤務先
泰岱源 大阪帝大 応用化學 1907 京奉鉄道局交通部
唐在賢 名古屋高等工業 土木 1910 支那鉄道会社
楊騫 大阪帝大 機械 1911 四洮鉄路局
黄學婚 北海道帝大 土木 1912 有京鞍鉄道
鄭耀奎 東京工業大 電気 1912 四洮鉄路局電気廠
毛啓寰 大阪帝大 機械 1914 四洮鉄路局
彭道中 京都帝大 土木 1916 京図線工務課
程式峻 仙台高等工業 土木 1918 北京交通部
楊廷順 旅順工科大 電気 1920 洮昂鉄路局
傳爾卓 東京工業大 電気 1920 四洮鉄路局電気課
張德鑄 南満州工業専門 採鉱 1922 洮昂鉄路局
王中實 大阪帝大 舶用機關 1922 四洮鉄路局
崔麟法 仙台高等工業 機械 1922 洮昂鉄路局
張聖恩 仙台高等工業 電気 1923 吉長鉄路局
陸耕禮 名古屋高等工業 土木 1923 吉長鉄路管理局工務所養路課
何永駛 旅順工科大 電気 1923 呼海鉄路局
丁而盛 明治専門 機械 1923 奉山鉄路局機務課
許毓汶 仙台高等工業 土木 1923 洮昂鉄路局工務処工務課
張鳴盛 仙台高等工業 機械 1924 吉海鉄路局
王家棟 仙台高等工業 機械 1924 吉海鉄路機務課
韓郊春 旅順工科大 機械 1924 満鉄鉄路総局皇姑屯工廠
戴仁烺 明治専門 機械 1924 濟南津鉄路機務処浦鎮機廠第二総処
嚴行德 旅順工科大 電気 1924 四洮鉄路局
呉英元 東京工業大 機械 1924 満鉄鉄路局
康坤勳 明治専門 機械 1924 平稜鉄路杭廠緘
趙雨田 横浜高等工業 機械 1925 吉長鉄路管理局工廠
王德全 仙台高等工業 機械 1925 吉海鉄路局
夏懦聘 仙台高等工業 土木 1925 洮昂鉄路工程司
貝經芳 旅順工科大 電気 1925 呼海鉄路局工程科
滿榮陞 旅順工科大 機械 1925 鉄路総局奉山鉄路局
張文興 北海道帝大 土木 1926 奉海鉄路公司
李應道 大阪帝大 機械 1926 朝鮮総督府鉄道局
蕭定先 京都帝大 土木 1926 満鉄鉄路総局長春工務所
李仁燦 廣島高等工業 電気 1927 朝鮮総督府鉄道局元山電気区
王達 京都帝大 土木 1927 都海鉄道局工務第一総段
呉建鋒 名古屋高等工業 土木 1927 台湾総督府鉄道部台北事務所
呉水柳 名古屋高等工業 土木 1927 台湾総督府鉄道部改良課
鄭利享 浜松高等工業 電気 1927 朝鮮総督府鉄道局
朴商朝 京城高等工業 土木 1928 朝鮮鉄道会社
趙成楷 名古屋高等工業 土木 1928 満鉄吉林鉄路局
李鳳寅 京城高等工業 土木 1928 朝鮮総督府鉄道局定州保線係
王英麟 仙台高等工業 土木 1928 奉天鉄路局工務処
姜紹桓 東京工業大 機械 1928 奉山鉄路皇姑屯工廠
姜國瑤 南満州工業専門 電気 1928 膠済鉄路博山発電所
金在信 南満州工業専門 電気 1928 朝鮮総督府鉄道局龍山通信区
金光基 早大 建築 1928 朝鮮総督府鉄道局工務課
謝富德 東北帝大 機械 1928 洮昂鉄路局
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范先鼎 南満州工業専門 土木 1929 吉長吉敦鉄路局
林石本 米澤高等工業 機械 1929 満鉄図們建設事務所
曹永祥 仙台高等工業 土木 1929 吉敦鉄路局吉林工務処
楊耀梁 仙台高等工業 機械 1929 洮昂鉄路局
權明植 米澤高等工業 機械 1929 朝鮮総督府鉄道局
崔秉杰 京城高等工業 土木 1929 朝鮮総督府鉄道局龍山工務事務所
姜明崙 仙台高等工業 土木 1929 呼海鉄路局
姚書田 南満州工業専門 鉄機 1930 濟克鉄路図們龍江機務処
干長金 南満州工業専門 鉄機 1930 奉天鉄路局錦県機務処
周恒恩 仙台高等工業 土木 1930 洮昂鉄路局
劉夢陶 大阪帝大 機械 1931 奉天鉄路局機械課
林錦堂 大阪帝大 電気 1931 奉天鉄路局工務処
王克富 仙台高等工業 土木 1931 洮昂鉄道局工程課
韓岡鎭 南満州工業専門 土木 1931 洮昂鉄路工程局工程課
金河鎭 京城高等工業 建築 1931 朝鮮総督府鉄道局建築係
周武信 名古屋高等工業 土木 1931 吉敦鉄路管理局延吉工務所
李天承 京城高等工業 建築 1932 南満州鉄道会社建築課
韓宣淑 東京高等工業 土木 1932 朝鮮総督府鉄道局工務課
楊璵 明治専門 機械 1932 津浦鉄路濟南機廠
呉淸煥 名古屋高等工業 電気 1932 吉長吉敦鉄路管理局建設部第二分館
鄭福春 南満州工業専門 機工 1932 吉長吉敦鉄路局
資宗貢 南満州工業専門 農業土木 1933 満鉄奉山線錦州建設事務所
［出所］日刊工業新聞社編［1934］。
表 8　満洲諸鉄道に勤務する日本人技術者（1934年）
氏名 学校 学科 卒業年 勤務先
佐藤辰男 金澤高等工業 機械 1932 吉長吉敦鉄路局運輸処機務課
轟增能 九州帝大 土木 1921 四洮鉄路工程局
金塚久則 九州帝大 土木 1932 吉長吉敦鉄路局工務所
樋口亨 熊本高等工業 土木 1932 臨時斉克鉄路局建設事務所
北島初次 東京工業専門 電気 1930 洮昂鉄路局電務課
木村貞次郎 東京工業大 建築 1921 呼海鉄路建設事務所
村山末男 東京帝大 土木 1916 吉長吉敦鉄路管理局
大木延邑 名古屋高等工業 土木 1918 洮昂鉄路局
山本貞郎 名古屋高等工業 土木 1924 呼海鉄路局工務所
中江淸一郎 南満州工業専門 建築 1930 瀋海鉄路局工務課
室賀光太郎 南満州工業専門 機械 1924 奉山鉄路機務処
村下俊夫 南満州工業専門 機械 1923 洮昂鉄路局洮南機務団
村下荒雄 南満州工業専門 機械 1917 四洮鉄路管理局
上野滿 南満州工業専門 鉄機 1928 奉山鉄路局機務処
小林忠男 南満州工業専門 電気 1933 呼海鉄路局呼海臨時通信工事班
小宮山佑次 南満州工業専門 土木 1923 吉海鉄路総局
新井欣三 南満州工業専門 建築 1932 吉長吉敦鉄路管理局工務処
森義一 南満州工業専門 機械 1921 吉長吉敦鉄路局吉長工廠
賀來惟利 米澤高等工業 機械 1919 吉長吉敦鉄路局長春工廠
片瀨晋 旅順工科大 機械 1919 吉敦鉄路局
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 The Construction of Jilin-Dunhua Railroad 







 　吉敦線工事においてはトラス 9連，全長 444mの松花江橋梁工事と全長 1820メートの老爺嶺隧道
工事がハイライトであった。橋梁工事ではケーソン工法が採用され，結氷時には氷上に簡易軌道が敷
かれた。使用された橋桁はすべて汽車製造，満洲船渠，大連機械製作所製で日本製を除く輸入品はな
かった。吉敦鉄路で使用する機関車は汽車製造と川崎造船所，客車は日本車輌製造と大連機械製作所，
貨車は川崎造船所，大連機械製作所からそれぞれ調達された。 
 
 
